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１．はじめに 

筆者らはこれまでにいくつかの含浸性表面改質材を対象に性能確認試験を行い，含浸処理によって透水・塩

分浸透・中性化等に対する抵抗性が向上し，コンクリートの品質が改善する効果を確認している 1)．その成果

をもとに超微粒子けい酸塩系表面改質材によるコンクリートの品質改善効果の優位性に着目し，応用した保全

予防技術は既に実施工への適用に至っている 2)． 

表面改質材の効果におよぼす影響要因は多岐にわたるため，実施工の際にはそれらを事前に把握し，最良の

対策をとることが求められる．しかし表面改質材のコンクリート品質改善効果におよぼす影響要因に関する研

究は，これまでは含浸処理前の要因に限ったものが多数であり 3)，含浸処理後の条件と保全予防効果との関連

性に関する知見は少ない．例えば表面改質材の含浸による保全予防効果を最大限に発揮するためには十分な養

生期間が必要であるが，実施工の際には長期間にわたる養生は事実上不可能である．その際に最低でもどれく

らいの養生期間が必要なのか施工計画に反映させるためにもデータの採取が必要であると考える．そこで本研

究では超微粒子けい酸塩系表面改質材塗布後のいくつかの要因が保全予防効果に与える影響について室内試

験により実験的に検討した． 

２．実験概要 

２．１影響評価法    

 本実験では検討項目を①表面改質材塗布後の養生期間の影響，②

供用開始後の環境の違いの 2 点に限定し，表面含浸材の試験方法

(案)4)に準拠した塩化物イオン浸透に対する抵抗性試験とオリジナ

ルの試験を行った． 

２．２試験方法 

 試験基板作製方法は前出の試験方法(案)に準じ，W/C=50%のモル

タルを試験基板とした．使用した表面改質材は主成分を超微粒子け

い酸塩系(コロイド状けい酸ナトリウム)とするもので，刷毛を用い

て設計塗布量 250g/m
2を含浸処理した．含浸処理後，室温 20℃，湿

度 65%RHの環境下で気中養生した． 

検討項目①を検証するための試験として，表-1に示すように無処

理の供試体および含浸処理後の養生期間が異なる 5 つの供試体を作

製し，63日間 3±0.3%塩化ナトリウム水溶液に浸漬させて塩化物イ

オン浸透促進を図り(以下浸漬法と呼ぶ)，塩化物イオンの浸透深さ

を測定した． 

検討項目②を検証するため，含浸処理面が常時散水を受ける環境

(厳しい環境)を想定し，かつ簡易的である試験方法を採用した．試 

験方法の概略図を図-1に示す．なお，供試体の水準は表-1に示した 
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水準 

No. 
含浸処理 

含浸処理後の

養生期間 

1 無し - 

2 1 日 

3 3 日 

4 7 日 

5 14 日 

6 

有り 

28 日 

図-1 厳しい供用環境を想定 

した試験方法の概略図 

表-1 供試体の水準 
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図-3 塩化物イオン浸透深さ比 

ものと同一である．試験面に 63日間 3±0.3%塩化ナトリウム水溶

液を散水した後(以下散水法と呼ぶ)，塩化物イオン浸透深さを測

定し，検討項目①の試験方法による測定結果との比較を行った． 

３．結果および考察 

３．１静水を受ける環境下での養生期間の影響 

塩化物イオン浸透深さの測定結果を図-2 に示す．なお測定され

た塩化物イオン浸透深さは，塩化物イオン含有量 0.2%以上の領域

を示している 5)．含浸処理を施した供試体の浸漬法による塩化物

イオン浸透深さは，多少のばらつきが認められるものの，養生期

間の差異に関わらず 10mm前後の値であり，ほぼ同一の結果を示

している．そのため静水を受ける環境下では，含浸処理後の養生

期間が塩分浸透抑制の向上効果におよぼす影響は小さいものと考

えられる．実験結果から推察すると，含浸処理後の養生期間は 1

日程度でも十分に効果を発揮すると考えられる． 

３．２供用環境の相違の影響 

 図-3 は含浸処理を施した各水準供試体の塩化物イオン浸透深

さと無処理供試体の塩化物イオン浸透深さとの比を表したもので

ある．散水法による場合，含浸処理後の養生期間 1 日，3 日の供

試体は，浸漬法による同水準供試体の塩化物イオン浸透深さ比の 

約 4倍となっており，表面含浸材による塩分浸透抑制効果が十分に発揮されていないことが示されている．本

実験の塩分浸透手法が供用環境を再現したものであるとすると，両手法から得られた結果の比較より常時塩水

の散布を受けるという要因が表面含浸材のコンクリート保全予防効果に影響をおよぼすと考えられる． 

一方で含浸処理後の養生期間を 7日以上設けた供試体の塩化物イオン浸透深さ比は，浸漬法，散水法ともに

同程度の値を示しており，散水という条件であっても塩分浸透抑制効果が得られていることがわかる．そのた

め塩水の散布を常時受けるという厳しい供用環境であっても，含浸処理後に 7日程度の養生期間を設けること

により，表面含浸材による塩分浸透抑制効果を得ることが十分可能であると考えられる．  

４．おわりに 

本実験のまとめを以下に示す． 

(1)超微粒子けい酸塩系表面改質材が付与する塩分浸透抑制効果は，供用環境の相違の影響を受ける． 

(2)含浸処理面が静水を受ける環境である場合，表面改質材塗布後の養生期間の長短が塩分浸透抑制効果に与

える影響は小さい．一方で含浸処理面が常時散水を受ける環境である場合，付与される塩分浸透抑制効果

は表面改質材塗布後の養生期間の長短の影響を受け，3日程度の短期の養生期間では効果が得られない． 
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